
【取組内容】 デジタル教科書のコンテンツを活用した協働的な学びの実践

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

実験結果をダウンロードしたスプ
レッドシートに入力。それぞれの班の
実験結果を表に入力すると、別の
シートで散布図になって表示される。

１

デジタル教科書のコンテンツを有効活用

実験結果をデータ化
デジタル教科書のコンテンツをクラウド共有

実験結果をリアルタイム共有

３年 理科 実験結果の共有 

気づきをコメントで共有

単元を超えた比較も簡単

① 理科のデジタル教科書から Google スプレッドシート

をダウンロード

② Google Classroom で共有

③ 各班の実験結果をスプレッドシートに入力

２

３
児童の反応

みんながいろいろなことに気づいていて、
もっと詳しく調べたくなりました。

散布図をもとに、実験結果を比較
し、共通点や相違点から気づいた
ことをストリームに入力。リアルタイ
ムに共有することで、効率的に考
察することができ、発展的な課題
につながる。

「ゴムの力のはたらき」でも同じ
形式のスプレッドシートを使うの
で、「風の力のはたらき」の結果
との比較も簡単にできる。

すべての班の実験結果を瞬時
に共有。自分の班の結果だけ
でなく、他の班の結果と比較し
ながら分析できるので、様々な
ことに気づくきっかけに。



【取組内容】 Google ドライブ を活用した相互鑑賞

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

３年 図画工作科 作品の相互鑑賞

自分の作品を撮影し、ドライブ
に提出。自分の作品に作品名
や工夫したことをコメントとして
残す。

１作品の写真を撮って
ドライブで共有

友だちの作品のよいと思ったと
ころを範囲選択。コメント機能
を使って伝え合う。
改善点を伝える場合は、相手
の気持ちを考えてコメントする
よう助言する。

似たような範囲を選択していて
も違う意見や表現があることか
ら、多様な感性や想像力があ
ることに気づくことができる。

友だちの作品にコメント

いろいろな気づきを共有

２

３

ドライブ共有で能動的な鑑賞を

児童の反応

工夫したところをたくさん褒めてもらえて
嬉しいです。

作品の写真をクラウドで共有することで、自分の席から相互
鑑賞が可能。いつでもどこでもコメントができるので、家庭
学習として自分のペースでじっくり取り組むこともできる。



【取組内容】 Google スライド やスプレッドシートを活用し、個別最適な学びを実現

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

一人一人のデジタルノート
（スライド）をドライブで共有。

＜利点＞
・スライドを１冊のノートの
ように利用可能。個々の
ペースで自力解決。
・リアルタイムに他者参照
が可能。

教科書や紙のノートにかき込んだ
解答を写真に撮って添付。
スライド構成のルールを決めてお
くことで、他者参照をスムーズに。

スライド×フォーム×スプレッドシートで授業づくり

デジタルノートの作成・共有
Google Classroom の日常的な活用

スライドはドライブで共有

５年 算数科 学習内容をクラウド共有 

デジタル教科書のコンテンツにあ
る、確認テスト（フォーム）をクラス
に共有。
自動採点・集計が可能なので、学
び直しがすぐにできる。

スプレッドシートで振り返りを蓄積。
１人１枚のシートに入力したもの
が、リンクで１枚のシートに集約。
学級全員の振り返りが一覧で確
認できる。

採点・集計をリアルタイムで

振り返りの共有も簡単

① Google Classroom に課題を設定

② デジタル教科書よりダウンロードしたレディネステスト

（Google フォーム ）を活用

③  デジタルノートとしてスライドを活用

児童の反応

自分の考えに自信がなかったけれど、
自分と同じ考えの友だちがいて、自信
を持つことができました。



大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 小学校６年間＋中学校３年間を見通した情報活用能力の育成（小中連携）

②情報活用能力の育成

小６「学校紹介・部活動紹介」全校「南田辺カーニバル」

児童主体でルール説明にスラ
イドを作成。スタンプラリーに
活用する班も。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生 ３年生

全校「タイピング大会」

学級内、学校内、大阪市内の記
録と競い合いながら練習。市教
委主催のタイピング大会に参加。

情
報
活
用
能
力

全校「放送委員会アンケート」

１、２年生：紙のアンケートに回答。
３～６年生：フォームで回答。
５、６年生：アンケート作成・分析。

学
校
行
事

中学校での活動が円滑に進むように、次の情報
活用能力５つに焦点を当て、経年実施計画を立て
ました。

小学校 中学校

情報の収集・活用

クラウド上で協働 １ 基本操作・・・・・・・・・・汎用アプリに成熟

２ タイピング速度・・・・・・目標100字/分

３ 著作権・肖像権・・・・・・１年から適宜指導

４ インターネット・SNS・・出前授業を活用

５ 依存・心身の健康・・・・教科と連携

中学生が小学校を訪問し、作
成したスライドをもとに学校行
事や部活動の様子を紹介。

カメラ・手書き入力 タイピング練習

情報の整理・分析プレゼン作成



大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 小学校６年間＋中学校３年間を見通した情報活用能力の育成（小中連携）

②情報活用能力の育成
小学校

中学校

１年生
２年生
３年生
４年生

５年生

６年生

教科の学習をしながら
取り組めるような工夫



【取組内容】 児童の実態に合わせた家庭学習の導入で、日常的な持ち帰りを実現

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

③B 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

～学級の実態に応じた家庭学習を実施～

まずはデジタル連絡帳、そして・・・

全学年児童が日常的に持ち帰る環境に

１週間を振り返って、学校や家庭で
あったことを児童自身が5段階で
評価。担任は集計結果をもとに学
級の状態を把握。行事に合わせて
記述式の回答欄も作り、主体的に
取り組める工夫も。

市販の漢字ドリルではなく、既習
内容をもとに児童が『学級オリジ
ナル漢字問題』を考えて作成。
家庭学習として取り組むことで
学習意欲を高める一助に。

1週間の振り返りフォーム

学級オリジナル漢字問題

① 連絡帳をデジタルにすることで、端末を持ち帰り、
家庭で利用するといった習慣が定着。
② 音読やリコーダーなど、複数学年が実施していた
家庭学習をTeams課題に。範唱や範奏を共有し、
いつでも、どこでも練習可能に。
③ Google Classroom を活用した様々な課題の
工夫も。

日記をスライドに書き溜めていく。
学級担任は、児童が書いた内容
をいつでもクラウド上で確認でき
る。紙のような毎回の提出・返却
が不要に。

スライド日記

連絡帳をデジタル化

児童の反応

写し間違いもなくて
安心。
このまま振り返り
シートに取り組もう。

教職員の反応

連絡帳の回収、確認、
返却の時間がなくな
りました！

Google Classroom のストリームに投稿

●

●

●



【取組内容】 学校アンケートや懇談会の日程調査はFormsで 働き方改革に

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④ 校務DX 標準仕様とクラウドを活用し、教員の働き方改革につなげる取組

懇談会の日程調査も、Formsを
活用して調べることで、希望日
時でソートをかけたり、リンクを
もとに兄弟関係を確認したりと
作業効率がアップ。
中学校と回答形式を揃えること
で、保護者にも共通理解を図り
やすくなった。

何について回答してほしいか、
画像をヒントにすることができ
る。低学年も答えやすくなり、
選択式アンケートが効率的に
実施できる。

１

Formsを活用したアンケートで集計業務を改善

画像付アンケートも
簡単に作成

教職員の反応

各種アンケートをFormsで

懇談会の日程調査

Formsを日常的に活用し、校務DX＆働き方改革

アンケートの配布・回収・集計
が簡単にできるので、教員の
働き方改革にもつながる。

自動集計で瞬時にフィードバック

・ 保護者用学校アンケート

・ 児童用学校アンケート

・ 各行事のふりかえりアンケート

・ 各委員会活動の全校アンケート etc...

２
集計にかかっていた時間がなくなり、知りたい
結果もすぐにわかるので、とても快適です。

テキストマイニングで分析も手軽に３
記述式回答もテキストマイニングで分析が簡単にできる。



【取組内容】 必要な支援に合わせた端末活用

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

⑤ 指定校の努力目標として掲げた実施内容

デジタルドリルの活用で、ビジョント
レーニングや認知機能強化トレーニン
グの幅が広がり、短い時間で効果的
なトレーニングが行えるようになった。
また、自分の動きの様子を動画で
撮って確認するなど、振り返りにも活
用した。

タイピングに取り組み、読めるけれど書
けない漢字は変換機能で使えるように
なったり、ローマ字入力を練習するうち
にローマ字表を見なくても打てるように
なったりと、情報活用能力の育成が学
力の向上につながっている。

支援を充実させるために

教職員の反応

書字に課題のある児童に対する支援

通級での取り組み

ニーズに合わせた最適な支援を

書字に課題があったり、図をかく
のが苦手だったりする児童も、黒
板や教科書の図を写真で取り込
み、ノートに添付することで学級の
進度に合わせて学習を進められ
るようになった。

校内での取り組みを近
隣校へ共有するための
チームを作成。情報交換
や情報共有が活発に
なった。

カメラ機能を活用したノート記録

・ 文字の形をとらえることが難しく、ノートに書くときは
大きいマスのノートを使っていた児童が、端末を使う
ことで、積極的にノート記録を取るようになった。

・ 筋力が弱く鉛筆でたくさんの文字を書くことが難しい
児童も、タイピングで他の児童と同様に文章表現が可能
となり、自己肯定感の向上につながった。 ●

普段から端末を使った学
習を続けることで、自信を
もって学習に取り組める
ようになってきました。

●

校内から近隣校へ



【GIGA×情活能力】 単元計画や各時間の目標、自己評価の観点をクラウド共有

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A１

＜考察＞
情報活用能力の育成について、当初はルー
ブリックを活用する習慣がなく、到達目標が曖
昧になっていました。そのため、調べ学習をした
際に情報を要約できずに丸写しになっていても、
改善点に気づかないままでした。

そこで、教科書や資料集、インターネット等で
調べたことをスライドにまとめていく際は、単元ご
とのルーブリックを共有し「必要な情報を精選」
し、「引用元を明確にする」といった目標を持
てるようにしました。共同編集しながらスライド
をまとめていく活動を通して、必要な情報のみ
を抜き出したり、要約したりすることができるよ
うになってきました。

また、インターネットを利用した情報収集も、
当初は指導者が推奨するサイトのURLを共有
していていました。現在は、児童自らが信用で
きるサイトかどうかを省庁などの公的なものか
個人的なものか調べ、信頼できる情報と判
断できるサイトのリンクをスライドに貼り、友だ
ちと共有する場面も見られるようになりました。

調べ学習は情報活用能力を育成する大切
な機会です。情報の精選、妥当性の判断と
いった目標を明確に持ち、意識的に高めてい
けるようにすることが大切です。

教科書や資料集、書籍、インターネット検索、複数の情報を活用する調べ学習

児童が自ら問いを持ち、探求する活動

４年 社会科「特色ある地いきのくらし」
※詳細次頁

～自分の進捗状況や課題を明確に～
① 単元計画や各時間の目標、自己評価
の観点は、スプレッドシートで一覧化。
児童はいつでも確認できる。

② お互いの入力内容を確認できるように
しておくことで、協働的な学びが実現。
他者参照をもとに、新たな気づきが。

クラウド上で「いつでも」「どこ
でも」友だちの考えを見れて
参考にできるのでよかったです。

和の文化のポスター作り

５年 国語科「和の文化を発信しよう」

～資料を効果的に活用～
① 手順を確認
② 複数の資料からポスターを制作
③ ポスターをドライブで
共有し、資料を効果
的に活用できている
か相互で確認。

資料から調べたことをポスター
にまとめることで、情報を取捨
選択する大切さがわかりました。

教科書等から必要な
情報を精選し、入力

タイピングが苦手な
児童は、カメラで撮影

見てほしいサイトは
URLを共有



【GIGA×情活能力】 単元計画や各時間の目標、自己評価の観点をClassroomで共有

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A１

単元計画や各時間の目標

自己評価シート

自己評価のヒントとして
情報活用能力の観点を
具体的に提示

出席番号のシートに
１時間毎の振り返りを入力

みんなの振り返りシートに
自動反映（リンク）

写真や資料（しりょう）などを使って、包丁づくりと社
会の変化を調べ、調べたことと結びつけて昔と今
のちがいを考えることができる。

昔と比べて最近はショッピングセン
ターやホームセンターなどで売られる
ようになっている。
高齢化が進んで、包丁を作る専門の人
が減っている。
今度は堺市以外にも同じように人気な
包丁があるか深めていきたいと思う。



【GIGA×指導の工夫・改善】 スプレッドシートを活用した振り返りで児童の理解度を把握

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
振り返りは、学んだことを自分の言葉でアウ
トプットする重要な機会です。本時でどのよう
なことを学び、次はどのようなことを学びたい
かが表現できている際は、セルの色を変えたり、
太字にしたり、コメントしたりと適宜価値づける
ようにしました。また、振り返りに示された疑問
や探求を次の時間の課題にすることで、もっと
考えたい、調べてみたいといった学習意欲を高
めることを大切にしました。

本校で活用しているスプレッドシートは１人
１枚ずつの「出席番号シート」と学級全員分
の入力状況が一覧化される「みんなの振り返
り」シートで構成されています。出席番号シー
トに入力された内容はリンクで共有され、みん
なの振り返りシートで他者参照できるようにし
ています。初めは「楽しかった」や「できた」だけ
の振り返りだった児童も、回を重ねるごとに、
他の児童の振り返りを参考に、どのようなこ
とを本時で学び、次にどんなことを学びたい
かを表現できるようになっていきました。

紙かデジタルか、児童が自分に合った方法を
選択できる環境や、いつでも他者参照できる
環境は、「できた」や「わかった」と感じる児童
が増えると実感しています。

スプレッドシートでの振り返りは各
学年の実態に合わせて入力
方法を工夫した。
低学年はプルダウンからスタート
し、自己評価をしながら他者参照す
る学び方を身に付け、タイピングス
キルが向上してきた高学年は、タイ
ピングで文章を入力するようにした。

各学年の実態に合わせて、スプレッドシートの入力方法をアレンジ

達成状況を３段階の色
別で表すことにより、毎
時間の状況把握が簡単。
達成状況に合わせて、個
別支援や学び直しの機
会を調整。

２年 算数科
「かけ算（２）九九をつくろう」

みんなが頑張っていることが
わかって、私もがんばれました。

みんなの振り
返り上で、着目
させたい振り
返りを視覚化
して価値づけ。
参照の参考に。

５年 算数科
「図形の角を調べよう」

自分の考えと違う意見が確認
できるので、意見交流がしや
すくなりました。

すぐに終わる子もじっくり考える子
もお互いの表現を参考にできるの
がいいですね。

学年の実態に合わせたスプレッドシートを活用

低学年はプルダウンで選択で
きるので、文字入力が苦手でも
簡単に使えます。

プルダウンで選択 タイピングで入力



【GIGA小・算数科】 学習履歴をスライド（デジタルノート）に蓄積し、根拠資料として活用

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考察＞
単元を通して学習したことを個々のスライド
に蓄積していきました。本時では、蓄積した
データをもとに、オリジナルの賞を考えます。

児童はスライドに自分が考えた賞の名前や、
その賞を考えた理由、根拠となるグラフをまとめ
ます。賞の名前の妥当性を伝えるためには、
どんな情報が必要か、蓄積したスライドをもと
に考えます。実際の授業では相手意識を持
ち、データのどこに着目してほしいか、赤色で
囲んだり矢印をつけたりと、分析の着眼点を
視覚化する工夫が見られました。また、他の
児童の考えをリアルタイムに確認しながら進
めることができるので、自分一人で考えるこ
とが苦手な児童が学習を進める手立てとなり
ました。さらに、データを並べることで、数値の
大小が比較しやすくなり、よりわかりやすく伝え
ることができるといった気づきもありました。

今後は、日常生活の課題について児童自ら
PPDACサイクルを回せるよう、学習を広げ
ていきたいです。

スライドを活用した学びの蓄積、次の学習への活用

分析の着眼点を視覚化

他者参照で意見や考えの共有が
スムーズに

振り返りをスプレッドシートで
相互参照

児童の振り返りをもとに、次に
生かしたい疑問や発展的な問いを
把握することができました。

友だちの考えをリアルタイムに確認
しながら進めることができるので、
参考になりました。

６年 算数科「データの特ちょうを調べて判断しよう」

児童一人一人が自分に合った
学習の方法を選択

ノートに考えを書き、その写真
を撮って貼り付ける児童もい
れば、スライドに入力し、ノート
として活用する児童もいる。

蓄積した表や
グラフは、自分
の考えの根拠
として使用。

単元を通して作成してきた表や
グラフを根拠にまとめる

データのどこを見て
欲しいか、色で囲
んだり矢印をつけ
たりする。

友だちの考えを参考
にして、新しい考え
が浮かんだり、考え
に自信が持てたりで
きる。

振り返りを入力
する際に、改めて
自分の考えや友
だちの考えを確
認する児童も。
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Google スプレッドシート、Google ドライブ、Google スライドは、Google LLC の商標です。
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